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　１月８日、尾野本保育所でだんご刺しが行わ 
れました。 
　この日を楽しみにしていた子どもたちは、先 
生の注意を聞きながら、自分たちの手でだんご 
を一つひとつ丁寧に丸め、水木の枝にだんごを 
刺していきました。 
　水木の枝には、白、ピンク、黄、緑など色と 
りどりのだんごの花が咲きました。 

冬に咲いた色とりどりのだんごの花 

●新たな米制度始まる……………………………Ｐ2～3 

●申告の準備はお済ですか………………………Ｐ4～5
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         数
量
と
面
積
を
両
方
配
分
 

　
各
農
家
へ
の
生
産
目
標
数
量
の
配
 

分
は
、
生
産
目
標
数
量
と
換
算
作
付
 

可
能
面
積
の
両
方
を
配
分
し
ま
す
。
 

　
換
算
作
付
可
能
面
積
の
算
出
に
あ
 

た
っ
て
は
、
平
成
十
五
年
度
の
水
田
 

台
帳
面
積
に
、
各
地
区
の
基
準
単
収
 

を
掛
け
て
算
出
し
て
い
ま
す
。な
お
、
 

各
地
区
の
基
準
単
収
は
、
農
業
共
済
 

組
合
で
設
定
し
て
い
る
水
稲
共
済
の
 

基
準
単
収
を
も
と
に
、
水
田
農
業
推
 

進
協
議
会
幹
事
会
で
検
討
し
、
協
議
 

会
の
承
認
を
経
て
決
定
し
ま
し
た
。
 

  水
田
台
帳
で
達
成
を
確
認
 

　
生
産
調
整
の
達
成
・
未
達
成
の
確
 

認
は
、
水
稲
共
済
の
加
入
面
積
と
町
 

か
ら
の
換
算
作
付
可
能
面
積
を
比
較
 

し
、
水
田
台
帳
で
行
い
ま
す
。
 

　
水
稲
共
済
加
入
者
は
、
現
地
確
認
 

を
必
要
と
し
ま
せ
ん
が
、
未
加
入
の
 

方
は
、
作
付
け
さ
れ
た
水
田
を
案
内
 

し
て
い
た
だ
き
、
作
付
面
積
を
確
認
 

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

 配
分
率
七
〇
％
 

　
一
月
十
四
日
に
町
水
田
農
業
推
進
 

協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
十
六
年
 

度
の
水
田
農
業
改
革
推
進
対
策
の
方
 

針
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
方
針
で
は
、
町
の
水
田
面
積
と
基
 

準
単
収
か
ら
算
出
し
た
最
大
生
産
可
 

能
数
量
に
対
し
、
県
か
ら
の
配
分
数
 

量
が
約
七
〇
％
と
な
っ
た
こ
と
、
担
 

い
手
等
へ
の
追
加
配
分
の
実
施
を
考
 

慮
し
て
、
配
分
率
を
七
〇
％
と
す
る
 

こ
と
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
各
農
家
へ
の
配
分
数
量
、
作
付
換
 

算
面
積
に
つ
い
て
は
、
集
落
座
談
会
 

時
に
配
布
い
た
し
ま
す
。
 

 平
成
十
五
年
度
は
 

　
　
　
　
一
〇
〇
％
達
成
 

　
平
成
十
五
年
度
の
生
産
調
整
（
水
 

      　
平
成
十
四
年
十
二
月
に
決
定
し
た
 

「
米
政
策
改
革
大
綱
」
を
受
け
、
平
 

成
十
六
年
度
か
ら
、
米
の
生
産
及
び
 

販
売
計
画
、
転
作
田
で
作
付
け
さ
れ
 

た
野
菜
等
の
生
産
及
び
販
売
計
画
、
 

担
い
手
へ
の
土
地
利
用
集
積
計
画
、
 

新
た
に
交
付
さ
れ
る
「
水
田
農
業
構
 

造
改
革
交
付
金
」
の
使
途
等
を
定
め
 

た
「
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
 

田
農
業
経
営
確
立
対
策
）達
成
率
は
、
 

一
〇
〇
・
一
％
と
な
り
、
目
標
面
積
 

を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
 

　
西
会
津
町
は
、
農
業
粗
生
産
額
に
 

占
め
る
米
の
割
合
が
七
〇
％
以
上
と
 

高
く
、
米
へ
の
依
存
度
は
県
内
で
も
 

上
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
 

め
、
米
価
の
維
持
は
、
経
営
安
定
の
 

た
め
に
は
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
 

　
国
が
進
め
る
、
消
費
者
や
市
場
を
 

重
視
し
た
需
要
に
応
じ
た
米
作
り
、
 

い
わ
ゆ
る
「
売
れ
る
米
作
り
」
に
お
 

い
て
も
、
米
の
産
地
化
だ
け
で
は
な
 

く
、
生
産
調
整
を
行
い
、
価
格
を
維
 

持
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
新
 

年
度
か
ら
始
ま
る
新
制
度
に
お
い
て
 

も
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
 

お
願
い
し
ま
す
。
 

        作
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

  Ｊ
Ａ
会
津
い
い
で
単
位
で
作
成
 

　
「
米
政
策
改
革
大
綱
」
で
は
、
農
 

業
者
及
び
農
業
者
団
体
が
主
体
と
な
 

っ
た
米
作
り
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

　
ま
た
、
平
成
二
十
年
か
ら
は
、
農
 

●
需
給
に
応
じ
た
米
生
産
●
特
色
あ
る
米
づ
く
り
 

　
昨
年
十
二
月
二
十
二
日
、
米
の
生
産
目
標
数
量
が
県
よ
り
 

配
分
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
町
へ
の
配
分
は
、
水
田
面
積
や
こ
れ
ま
で
の
生
産
調
整
実
 

施
実
績
、
米
検
査
に
お
け
る
一
等
米
の
比
率
な
ど
様
々
な
検
 

討
要
素
を
加
味
し
算
出
し
た
結
果
、
約
五
八
、
六
四
三
俵
と
 

な
り
ま
し
た
。
 

米
の
産
地
化
を
推
進
 

新
た
な
米
制
度
始
ま
る
 



3

業
者
団
体
に
よ
る
生
産
数
量
配
分
に
 

移
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
単
位
で
 

は
な
く
、
会
津
い
い
で
農
業
協
同
組
 

合
を
中
心
に
、
構
成
一
市
三
町
三
村
 

が
参
加
し
た
　
会
津
い
い
で
地
域
水
 

田
農
業
推
進
協
議
会
　
で
「
地
域
水
 

田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
作
成
す
る
こ
 

と
と
な
り
ま
し
た
。
 

  独
自
性
を
生
か
し
た
計
画
 

 
協
議
会
を
構
成
す
る
各
市
町
村
で
 

は
、
こ
れ
ま
で
も
独
自
に
有
機
栽
培
 

な
ど
で
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
 

き
ま
し
た
。
 

　
本
町
で
も
、
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
や
Ｊ
 

Ａ
の
減
農
薬
減
化
学
肥
料
栽
培
な
ど
 

の
特
別
栽
培
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
 

　
こ
の
よ
う
な
町
独
自
の
産
地
作
り
 

へ
の
取
組
み
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
 

各
市
町
村
で
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
 

ン
の
地
区
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
 

　
地
区
計
画
で
は
、
町
の
水
田
に
お
 

け
る
米
の
生
産
や
販
売
計
画
、
転
作
 

田
に
お
け
る
振
興
作
物
を
定
め
る
ほ
 

か
、
策
定
済
み
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

を
も
と
に
し
た
担
い
手
の
育
成
計
画
、
 

集
落
で
の
担
い
手
リ
ス
ト
を
作
成
し
 

ま
す
。
 

 
さ
ら
に
、「
水
田
農
業
構
造
改
革
交
 

付
金
」
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
 

各
市
町
村
が
農
業
者
の
意
見
を
反
映
 

し
、
独
自
に
決
定
で
き
る
こ
と
と
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

 　
新
た
な
助
成
制
度
 

　
転
作
の
実
施
状
況
に
よ
り
交
付
す
 

る
「
と
も
補
償
」
や
米
価
の
値
下
が
 

り
分
を
補
填
す
る
「
稲
作
経
営
安
定
 

対
策
」、転
作
の
団
地
化
に
対
す
る
助
 

成
は
、
平
成
十
五
年
度
で
廃
止
と
な
 

り
、
新
た
に
「
水
田
農
業
構
造
改
革
 

交
付
金
」
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
 

　
新
制
度
で
は
、
産
地
作
り
対
策
と
 

稲
作
所
得
基
盤
確
保
対
策
の
二
つ
に
 

分
か
れ
ま
す
。
 

 　
産
地
作
り
対
策
 

　
　
産
地
作
り
対
策
は
、
生
産
調
整
 

 
の
推
進
、
水
田
の
活
用
、
生
産
構
 

 
造
改
革
の
推
進
の
三
項
目
に
対
し
 

 
て
町
が
交
付
要
件
や
交
付
単
価
を
 

 
独
自
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
 

 
す
。
 

　
 
今
ま
で
の
生
産
調
整
に
の
み
助
 

 
成
す
る
体
系
か
ら
、
特
色
あ
る
米
 

 
作
り
や
担
い
手
へ
の
助
成
が
実
施
 

 
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

 　
稲
作
所
得
基
盤
確
保
対
策
 

 
 
稲
作
所
得
基
盤
確
保
対
策
は
、
 

 
今
ま
で
同
様
に
、
米
価
の
値
下
が
 

 
り
分
の
一
部
を
補
填
す
る
も
の
で
 

 
す
。
 

 
 
た
だ
し
、
稲
作
経
営
安
定
対
策
 

 
で
は
、
米
一
俵
あ
た
り
の
値
下
が
 

 
り
額
の
八
割
を
補
填
し
て
い
ま
し
 

 
た
が
、
新
制
度
で
は
、
米
一
俵
あ
 

 
た
り
定
額
三
百
円
に
値
下
が
り
額
 

 
の
五
割
を
加
え
た
額
が
補
填
さ
れ
 

 
ま
す
。
 

 
 
小
幅
な
値
下
が
り
に
は
、
今
ま
 

 
で
以
上
に
補
填
が
受
け
ら
れ
る
よ
 

 
う
に
な
り
ま
す
。
 

  
集
荷
円
滑
化
対
策
 

　
 
計
画
し
た
生
産
目
標
数
量
よ
り
 

 
も
豊
作
で
多
く
収
穫
さ
れ
た
場
合
 

 
に
、
過
剰
に
生
産
さ
れ
た
数
量
を
 

 
市
場
か
ら
隔
離
し
、
需
要
と
供
給
 

 
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
米
価
の
値
 

 
下
が
り
を
防
ぐ
た
め
に
行
わ
れ
る
 

 
の
が
集
荷
円
滑
化
対
策
で
す
。
 

　
 
過
剰
米
は
、
主
食
用
以
外
に
販
 

 
売
す
る
こ
と
を
目
的
に
集
荷
さ
れ
、
 

 
保
管
さ
れ
ま
す
。
 

 
 
代
金
は
、
販
売
さ
れ
た
時
に
の
 

 
み
農
家
へ
支
払
わ
れ
ま
す
。
 

 
 
販
売
さ
れ
ず
に
一
年
間
保
管
さ
 

 
れ
た
場
合
に
は
、
一
俵
あ
た
り
に
 

 
定
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。
 

  
稲
作
所
得
基
盤
確
保
対
策
と
集
荷
 

円
滑
化
対
策
は
、
農
家
の
拠
出
が
必
 

要
で
す
。
 

  
稲
作
に
関
連
す
る
助
成
は
、
他
に
 

も
あ
り
ま
す
が
、
詳
し
い
内
容
は
、
 

集
落
座
談
会
で
説
明
し
ま
す
の
で
、
 

日
程
と
会
場
を
農
事
連
絡
員
に
確
認
 

し
、
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 
 

農
林
課
農
政
係
　
　
　
│
４
５
３
１
 

  

  

″
 ″

 

45

　
冬
期
間
を
含
め
一
年
を
通
し
て
作
物
を
栽
培
す
る
 

こ
と
で
、
安
定
し
た
農
業
経
営
を
目
指
す
た
め
に
整
 

備
し
た
「
耐
雪
型
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
」
で
、
暖
房
器
具
 

を
使
わ
な
い
無
加
温
栽
培
で
の
野
菜
栽
培
の
実
証
を
 

行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
現
在
、
ほ
う
れ
ん
 

草
、
小
松
菜
、
春
菊
、
 

キ
ャ
ベ
ツ
、レ
タ
ス
、
 

ネ
ギ
等
を
栽
培
し
、
 

ロ
ー
タ
ス
イ
ン
で
販
 

売
し
て
い
ま
す
。
 

　
ハ
ウ
ス
の
見
学
を
 

希
望
さ
れ
る
方
は
、
 

農
林
課
ま
で
お
問
い
 

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

～耐雪型パイプハウスの活用～ 
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こ
ん
な
場
合
は
申
告
が
必
要
で
す

こ
ん
な
場
合
は
申
告
が
必
要
で
す
 

平
成
十
五
年
分
所
得
税
の
主
な
注
意
点

平
成
十
五
年
分
所
得
税
の
主
な
注
意
点
 

こ
ん
な
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す

こ
ん
な
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
 

  

　
今
年
も
町
県
民
税
の
申
告
と
所
得
 

税
確
定
申
告
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
 

町
で
は
二
月
四
日
か
ら
税
の
申
告
相
 

談
を
行
い
ま
す
。
こ
の
申
告
相
談
は
、
 

平
成
十
五
年
中
（
一
月
か
ら
十
二
月
 

ま
で
）
の
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
 

く
も
の
で
、
平
成
十
六
年
度
の
町
県
 

民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
課
 

税
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。
 

　
申
告
の
日
程
は
別
表
の
と
お
り
と
 

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
 

た
会
場
で
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
 

さ
い
。
 

     　
　
平
成
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
十
 

　
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
所
得
が
、
 

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は

　
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

　
　
　
営
業
、
農
業
、
そ
の
ほ
か
の
 

　
　
　
事
業
所
得
が
あ
っ
た
方
 

　
　
　
家
賃
、
地
代
な
ど
の
不
動
産
 

　
　
　
所
得
が
あ
っ
た
方
 

　
　
　
株
式
等
の
配
当
や
生
命
保
険
 

　
　
　
の
満
期
に
よ
る
一
時
所
得
の
 

　
　
　
あ
っ
た
方
 

　
　
　
公
的
年
金
受
給
者
で
、
年
金
 

　
　
　
の
ほ
か
に
収
入
の
あ
っ
た
方
 

　
　
　
給
与
所
得
者
で
、
次
の
い
ず
 

　
　
　
れ
か
に
該
当
す
る
方
 

　
　
　
①
給
与
の
ほ
か
に
　
〜
 

                   
 
　
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
方
 

　
　
②
給
与
を
二
ヵ
所
以
上
か
ら
 

　
　
　
受
け
た
方
（
平
成
十
五
年
 

　
　
　
中
に
退
職
し
た
方
で
再
就
 

　
　
　
職
し
た
方
を
含
む
）
 

　
　
③
平
成
十
五
年
中
に
退
職
し
 

　
　
　
た
方
で
再
就
職
し
て
い
な
 

　
　
　
い
方
 

　
　
④
給
与
収
入
が
二
千
万
円
を
 

　
　
　
超
え
て
い
る
方
 

　
　
⑤
勤
務
先
か
ら
町
に
給
与
支
 

　
　
　
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
 

　
　
　
い
な
い
方
 

　
　
土
地
、
建
物
等
を
売
却
し
た
 

　
　
方
 

    　
●
平
成
十
五
年
一
月
二
日
以
降
に
 

　
　
転
入
し
た
場
合
 

　
　
　
給
与
所
得
者
の
場
合
、
勤
務
 

　
　
先
か
ら
前
住
所
地
の
市
区
町
村
 

　
　
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
 

　
　
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
 

　
　
で
、
勤
務
先
か
ら
交
付
さ
れ
た

　
　
源
泉
徴
収
票
の
住
所
を
必
ず
確
 

　
　
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
　
　
な
お
、
給
与
所
得
の
み
で
、
 

     　
●
本
年
も
定
率
減
税
が
適
用
 

　
　
　
昨
年
に
引
き
続
き
定
率
減
税
 

　
　
が
実
施
さ
れ
、
納
め
る
税
額
の
 

　
　
二
〇
％
（
上
限
二
五
万
円
）
が
 

　
　
控
除
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
給
与
 

　
　
所
得
者
は
年
末
調
整
で
減
税
さ
 

　
　
れ
て
い
ま
す
。
 

　
　
 

　
●
農
業
収
支
対
象
者
の
範
囲
拡
大
 

　
　
　
平
成
十
五
年
分
の
申
告
か
ら
 

　
　
水
稲
作
付
面
積
が
二
ヘ
ク
タ
ー
 

　
　
ル
未
満
で
あ
っ
て
も
、
米
以
外
 

　
　
の
作
物
等
を
販
売
し
て
い
る
農
 

　
　
家
は
収
支
計
算
で
農
業
所
得
を
 

　
　
算
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

    　
町
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
 

　
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
申
告
の
 

　
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 ●
平
成
十
五
年
中
に
就
職
、
退
職
 

　
及
び
再
就
職
し
た
場
合
 

　
　
勤
務
先
（
退
職
し
た
勤
務
先
 

　
を
含
む
）
か
ら
町
に
給
与
支
払
 

　
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
か
 

　
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

     　
　
つ
き
ま
し
て
は
、
収
支
計
算
 

　
を
行
う
た
め
の
資
料
と
し
て
平
 

　
成
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
 

　
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
の
収
 

　
入
金
額
及
び
経
費
の
分
か
る
書
　

　
類
、
領
収
書
を
必
ず
整
理
し
て
 

　
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 ●
農
業
所
得
簡
易
計
算
の
導
入
 

　
　
従
来
の
農
業
所
得
標
準
計
算
 

　
が
廃
止
と
な
り
、
新
た
に
農
業
 

　
所
得
簡
易
計
算
が
導
入
さ
れ
ま
 

　
し
た
。
こ
の
計
算
の
場
合
、
赤
 

　
字
所
得
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
 

申告の準備はお済みですか 

こ
ん
な
場
合
は
申
告
が
必
要
で
す
 

平
成
十
五
年
分
所
得
税
の
主
な
注
意
点
 

こ
ん
な
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
 

（1） （2） （3） （4） 

（4） 

（6） 

（1） 

（5） 
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申
告
の
際
は
、
次
の
も
の
を
必
ず
 

持
参
く
だ
さ
い
。
 

●
印
鑑
 

●
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
配
当
 

　
所
得
、
一
時
所
得
な
ど
の
収
入
金
 

　
額
が
分
か
る
書
類
 

●
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
公
的
 

　
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
 

●
給
与
所
得
の
方
は
、
勤
務
先
か
ら
 

　
交
付
さ
れ
た
源
泉
徴
収
票
 

●
諸
控
除
の
証
明
書
、
領
収
書
（
生
 

　
命
保
険
料
・
個
人
年
金
控
除
証
明
 

　
書
、
建
物
火
災
保
険
証
明
書
、
国
 

　
民
年
金
の
領
収
書
、
医
療
費
の
領
 

　
収
書
な
ど
）
 

●
農
業
所
得
の
あ
る
方
は
、
水
利
費
、
 

　
土
地
改
良
費
、
農
機
具
（
ト
ラ
ク
 

　
タ
ー
、コ
ン
バ
イ
ン
、田
植
機
等
）
 

　
購
入
費
な
ど
の
領
収
書
 

●
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
ら
 

　
れ
て
き
た
方
は
、
そ
の
申
告
書
 

   　
所
得
税
の
納
付
や
還
付
に
は
、
便
 

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
申
告
の
際
に
は
、
申
告
者
名
義
の
 

「
預
金
口
座
番
号
」を
控
え
、
通
帳
の
 

印
鑑
を
忘
れ
ず
に
持
参
く
だ
さ
い
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
税
務
課
　
　
　
　
　
│
２
２
１
２
 

日　付 

４（水） 
 
５（木） 
 
６（金）

 
 
 

７（土）
 

 
 
 
９（月） 
 
 

10（火）
 

 
 

11（水） 
 
12（木） 
 
13（金）

 
 

16（月） 
 
17（火） 
 
18（水） 
 
19（木） 
 
20（金） 
 
23（月） 
 
24（火） 
 
25（水） 
 
26（木） 
 
27（金）

 
 
28（土） 

　自　　治　　区 
真ヶ沢 
梨平・小屋 
塩・下松 
向原・道目 
新町 
宮野・小屋 
弥平四郎 
弥生 
極入 
松峯 
中町 
小綱木 
大舟沢 
出戸 
山浦 
中ノ沢 
井谷 
高目・荒木 
小清水・漆窪 
樟山・新村 
呼賀・平明 
原・滑沢 
杉山 
滝坂 
柴崎・橋立 
屋敷・楢木平・西山・熊沢 
宝川 
上野尻１・２ 
上野尻３・４ 
上野尻５ 
上野尻６ 
白坂・端村 
徳沢 
下野尻１・２ 
下野尻３ 
橋屋・戸中・八重窪 
牧・塩喰 
尾登 
下小島 
萱本 
松尾 
安座 
堀越・芹沼 
芝草 

受 付 時 間 
9:30～11:00 
13:00～15:00 
9:30～11:00 
13:00～15:00 
9:30～11:00 
13:00～15:00 
10:00～11:00 
10:00～11:00 
13:00～15:00 
13:00～15:00 
9:30～11:00 
13:00～15:00 
13:30～15:00 
9:30～11:00 
9:30～11:00 
13:30～15:00 
13:30～15:00 
9:30～11:00 
13:00～15:00 
9:30～11:00 
13:00～15:00 
9:30～11:00 
13:30～14:30 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:30～15:00 
9:00～11:00

会　　　場 

奥 川 支 所  
 
奥 川 支 所  
 
奥 川 支 所

 
 
弥平四郎分校 
区　長　宅 
奥 川 支 所 
集　会　所 

奥 川 支 所
 

 
大舟沢分校 
集　会　所 
集　会　所 
集　会　所 
新郷連絡所 

新郷連絡所 
 
新郷連絡所

 
 
新郷連絡所 
集　会　所 

保健センター 
 
保健センター 
 
保健センター 
 
保健センター 
 
保健センター 
 
保健センター 
 
公　民　館 
 
公　民　館 
 
公　民　館 
 
公　民　館

 
 
公　民　館 

日　付 

１（月） 
 
２（火） 
 
３（水） 
 
４（木） 
 
５（金） 
 
８（月） 
 
９（火） 
 
10（水） 
 
11（木） 
 
12（金）

 
 
15（月） 

　自　　治　　区 
森野 
上小島・野口 
軽沢・青坂・小杉山 
程窪・泥浮山・長桜 
牛尾・山口 
縄沢・出ケ原 
黒沢 
中野・大久保 
西平・四岐 
西原・さゆりが丘 
１町内 
２・３町内 
４町内 
５町内 
６・７町内 
８町内 
９町内１ 
９町内２ 
１０町内 
下小屋 
西林・西林東 

受 付 時 間 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00

会　　　場 

公　民　館 
 
公　民　館 
 
公　民　館 
 
公　民　館 
 
公　民　館 
 
公　民　館 
 
公　民　館 
 
公　民　館 
 
公　民　館 
 
公　民　館

 
 
公　民　館 

所
得
税
の
納
付
、
還
付
に
は
 

口
座
振
替
を
 

必
要
書
類
は
お
忘
れ
な
く
！
 

45
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１
月
９
日
、
町
公
民
館
に
お
い
て
新
 

春
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
、
約
　
人
が
参
 

加
し
ま
し
た
。
 

 
会
で
は
、
山
口
町
長
と
長
谷
沼
町
議
 

会
議
長
か
ら
年
頭
の
あ
い
さ
つ
、
佐
藤
 

師
子
さ
ん
に
よ
る
沖
縄
民
謡
の
新
春
の
 

舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
会
場
か
ら
「
よ
い
し
ょ
っ
」
 

の
掛
け
声
と
と
も
に
鏡
開
き
が
行
わ
れ
、
 

和
や
か
に
交
歓
会
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
こ
の
日
は
、
食
生
活
改
善
推
 

進
員
に
よ
る
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
を
ふ
ん
だ
 

ん
に
使
っ
た
料
理
と
、
地
元
産
の
そ
ば
 

粉
と
飯
豊
山
か
ら
の
湧
き
水
で
作
っ
た
 

手
打
ち
そ
ば
が
振
舞
わ
れ
好
評
を
得
て
 

い
ま
し
た
。
 

　中井広恵女流３冠に清水市代女流王位 
が挑戦する第30期女流プロ名人位戦第１ 
局が、１月11日、ロータスインで行われ 
ました。 
　４年前も同じ顔ぶれで行われ、その時 
は清水女流王位から中井女流３冠がタイ 
トルを奪取しています。 
　女流棋士界の頂上対決は、午前９時、 
緊迫した雰囲気の中、中井女流３冠の先 
手で対局が開始。互いに自分の得意な手 
で構え、互角の勝負が繰り広げられてい 
ましたが、94手で清水女流王位が約６時 
間半にわたる熱戦を制し、タイトル奪還 
への足がかりとしました。 
　一方、同時開催された多面指し指導対 
局では、町内外から訪れた将棋ファンが 
森下卓９段を始めとする６人のプロ棋士 
に挑戦しました。 
　中には、プロ棋士を打ち負かす少年な 
どもおり、周囲を驚かせていました。 

国際交流員 
マイケル・レドヴィンカ 

      
 
 
 
　
こ
の
前
、
そ
り
滑
り
を
し
よ
う
と
 

 
 
 
 
思
い
、そ
り
を
買
い
に
行
き
ま
し
た
。
 

 
 
 
 
レ
ジ
の
人
に
そ
り
を
渡
す
時
、
少
し
 

 
 
 
 
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
 

遊
び
な
の
に
、
大
人
の
私
が
買
う
な
ん
て
少
し
 

恥
ず
か
し
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
レ
ジ
の
人
 

も
笑
顔
で
、
「
使
う
ん
で
す
か
。
」
と
聞
い
て
 

き
た
の
で
、
「
は
い
。
私
の
故
郷
は
あ
ま
り
雪
 

が
降
ら
な
い
の
で
、
子
ど
も
の
時
に
経
験
で
き
 

な
か
っ
た
そ
り
滑
り
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
 

す
。
」
と
答
え
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
答
え
は
 

照
れ
か
ら
来
る
言
い
訳
で
し
た
。
実
際
は
、
そ
 

り
滑
り
が
楽
し
そ
う
な
の
で
、
私
も
一
度
し
て
 

み
た
か
っ
た
と
い
う
の
が
本
音
で
す
。
た
だ
、
 

大
人
に
な
っ
た
私
に
は
、
そ
う
は
言
え
ま
せ
ん
 

で
し
た
。
買
っ
た
後
、
中
学
校
へ
行
き
、
近
く
 

で
滑
れ
そ
う
な
坂
を
探
し
ま
し
た
。
そ
り
を
持
 

ち
な
が
ら
歩
く
の
は
や
っ
ぱ
り
恥
ず
か
し
か
っ
 

た
で
す
。
で
も
、
そ
り
滑
り
を
始
め
た
ら
、
恥
 

ず
か
し
さ
も
ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

寒
さ
も
忘
れ
る
ほ
ど
本
当
に
楽
し
く
、
良
い
経
 

験
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
群
岡
や
新
郷
、
奥
川
の
小
学
校
で
英
語
指
導
 

を
し
て
い
ま
す
が
、
普
段
小
学
校
に
行
く
日
は
、
 

お
昼
休
み
に
子
ど
も
た
ち
と
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
 

サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
を
し
て
 

遊
び
ま
す
。
そ
れ
は
前
国
際
交
流
員
だ
っ
た
チ
 

ャ
ド
さ
ん
の
頃
の
習
慣
で
、
良
い
こ
と
だ
と
思
 

う
の
で
私
も
そ
う
し
て
い
ま
す
。
近
頃
は
、
そ
 

れ
ら
に
加
え
、
雪
合
戦
も
し
ま
す
（
そ
り
滑
り
 

200
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と
同
様
に
、
雪
合
戦
も
故
郷
で
は
あ
ま
り
で
き
 

な
い
遊
び
な
の
で
、私
に
は
特
別
な
こ
と
で
す
。）
 

子
ど
も
た
ち
が
外
国
人
と
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
雪
 

合
戦
な
ど
を
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
良
い
経
験
に
な
 

る
と
思
う
し
、
私
に
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
す
。
 

そ
れ
に
、
交
流
に
も
な
る
の
で
、
仕
事
の
一
部
 

だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
仕
事
の
一
部
だ
か
ら
 

子
ど
も
た
ち
と
遊
ぶ
と
い
う
の
も
言
い
訳
で
す
。
 

実
は
、
私
も
一
緒
に
な
っ
て
遊
び
を
楽
し
ん
で
 

い
る
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
私
 

も
お
昼
休
み
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
 

　
実
を
言
う
と
、
私
も
子
ど
も
と
同
じ
よ
う
に
 

遊
ぶ
こ
と
が
好
き
で
す
。
で
も
、
そ
れ
を
認
め
 

る
の
は
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い
で
す
。
そ
れ
に
 

し
て
も
、
な
ぜ
遊
び
と
い
う
も
の
は
子
ど
も
だ
 

け
の
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
子
ど
 

も
か
ら
大
人
へ
と
成
長
し
て
い
く
過
程
の
中
で
、
 

何
と
な
く
大
人
は
遊
ん
で
は
ダ
メ
と
い
う
こ
と
 

を
常
識
化
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
逆
に
 

大
人
も
遊
ば
な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。
生
 

活
で
大
変
な
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
、
そ
れ
が
 

毎
日
だ
と
ス
ト
レ
ス
も
溜
ま
り
ま
す
。
で
も
、
 

遊
び
は
そ
ん
な
こ
と
を
忘
れ
て
、
生
き
る
こ
と
 

を
楽
し
め
る
時
間
で
す
。
私
を
含
め
、
み
な
さ
 

ん
も
よ
く
忘
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
人
生
と
い
 

う
も
の
に
は
限
界
が
あ
る
も
の
で
す
。
一
度
切
 

り
の
人
生
を
楽
し
く
過
ご
さ
な
い
と
も
っ
た
い
 

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
 

　
西
会
津
の
冬
は
長
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
時
 

々
そ
り
滑
り
に
行
く
つ
も
り
で
す
。
子
ど
も
っ
 

ぽ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
悪
い
こ
と
 

で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
。
も
し
、
あ
な
た
も
 

そ
り
滑
り
を
楽
し
そ
う
だ
と
思
っ
て
い
る
な
ら
、
 

私
と
一
緒
に
滑
り
ま
せ
ん
か
？
子
ど
も
で
も
大
 

人
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
よ
。
 

　
　
月
　
日
と
　
日
の
２
日
間
に
わ
た
 

り
、
東
北
経
済
産
業
局
、
西
会
津
町
、
 

町
教
育
委
員
会
の
主
催
に
よ
る
ア
ン
ト
 

レ
プ
レ
ナ
ー
（
起
業
家
）
養
成
講
座
が
、
 

西
会
津
中
学
校
で
開
催
さ
れ
、
次
代
の
 

日
本
経
済
・
産
業
を
担
う
南
東
北
地
方
 

の
中
学
１
・
２
年
生
　
人
が
参
加
し
ま
 

し
た
。
 

　
電
気
通
信
大
学
の
竹
内
利
明
教
授
や
 

会
津
大
学
の
清
野
正
哉
教
授
ら
に
よ
る
 

講
演
や
、
会
津
大
学
生
に
よ
る
ゲ
ー
ム
 

を
通
し
て
の
体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
 

た
。
 

　
生
徒
た
ち
は
、
こ
の
講
座
に
お
い
て
、
 

起
業
家
の
精
神
と
知
的
財
産
の
重
要
性
 

に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。
 

　
１
月
４
日
、
野
沢
地
区
の
原
町
町
内
 

で
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
閲
団
式
と
 

分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
分
列
行
進
で
は
、
消
防
団
員
　
人
、
 

女
性
消
防
隊
　
人
が
旗
手
を
先
頭
に
き
 

び
き
び
と
行
進
し
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
熊
野
神
社
に
お
い
て
無
火
 

災
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
今
年
１
年
の
無
 

火
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。
 

　
山
口
町
長
や
橋
谷
田
義
一
消
防
団
長
 

か
ら
は
、
昨
年
の
１
月
４
日
以
降
無
火
 

災
で
あ
っ
た
こ
と
の
報
告
と
一
層
の
防
 

災
意
識
の
啓
発
に
努
め
て
欲
し
い
と
の
 

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
 

12

20

37

21

477

76

　毎年恒例の野沢初市が、１月13日、野沢駅前通り 
で開催されました。 
　午前中は、この時期にしては非常に穏やかな天気 
の中で開催され、駅前通りには軒を並べた50余りの 
露店に、起き上がり小法師や風車などの縁起物など 
を買い求める人たちで大いに賑わいました。 
　また、今年１年の商売繁盛を願う神事が行われた 
後、商店会役員により鏡開きが行われ、訪れた人た 
ちに樽酒が振舞われました。 
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

これから急斜面に挑む緊張が、顔に表れています 

野沢初市の名物となった屋敷高齢者学級の風車即売 

  

     　
「
続
・
楽
雪
の
す
す
め
」
と
い
う
こ
と
で
、

一
昨
年
か
ら
実
施
し
、
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

る
町
民
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
を
左
記
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
 

 
技
術
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
町
民
の
親
睦
を
深
 

め
る
場
と
し
て
、
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
 

う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

 ◇
日
　
　
時
 
２
月
　
日
（
日
）
 

　
　
 
 
 
 
　
午
前
８
時
　
分
 

 
 
 
 
 
 
　
　
　
町
公
民
館
集
合
 

◇
場
　
　
所
　
猪
苗
代
ス
キ
ー
場
 

◇
参
加
対
象
者
　
町
に
在
住
す
る
小
学
生
以
上
の
 

 
 
 
 
 
 
方
（
小
学
３
年
生
以
下
の
児
童
 

 
 
 
 
 
 
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
同
伴
と
 

 
 
 
 
 
 
な
り
ま
す
。
）
 

◇
参
 

加
 

料
　
無
料
（
た
だ
し
、
リ
フ
ト
代
、
 

 
 
 
 
 
 
レ
ン
タ
ル
料
、
昼
食
代
な
ど
は
 

 
 
 
 
 
 
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
）
 

　
　
　
　
　
　
※
リ
フ
ト
代（
２
　５
０
０
円
）
 

 
 
 
 
 
 
　
は
、
当
日
事
務
局
で
徴
収
し
 

 
 
 
 
 
 
 
ま
す
。
 

◇
定
　
　
員
　
　
名
 

◇
申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
 

 
 
 
 
 
 
う
え
、
町
公
民
館
、
新
郷
・
奥
 

　
　
　
　
　
　
川
分
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
　
　
　
　
　
申
込
書
は
、
各
施
設
に
用
意
し
 

　
　
　
　
　
　
て
あ
り
ま
す
。
 

◇
申
込
期
限
　
２
月
９
日
（
月
）
期
限
厳
守
 

   　
１
月
　
日
（
日
）
、
町
民
ス
キ
ー
教
室
が
フ

ェ
ア
リ
ー
ラ
ン
ド
金
山
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

　
年
明
け
後
の
降
雪
に
よ
り
、
上
々
の
コ
ン
デ
 

ィ
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
コ
ー
ス
に
、
参
加
者
は
し

り
も
ち
を
突
き
な
が
ら
も
、
思
い
思
い
の
シ
ュ

プ
ー
ル
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
 

                    　
雪
と
い
う
と
、
克
雪
や
耐
雪
な
ど
、
そ
れ
と

闘
う
イ
メ
ー
ジ
が
付
き
ま
と
い
ま
す
が
、
公
民

館
で
は
今
後
も
ス
キ
ー
教
室
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

教
室
を
中
心
に
、
雪
を
楽
し
む
「
楽
雪
」
を
奨

め
て
い
き
ま
す
。
 

   　
屋
敷
高
齢
者
学
級
で
は
、
１
月
　
日
（
火
）
 

の
野
沢
初
市
で
、
今
年
度
の
教
室
で
作
製
し
た
 

風
車
や
起
き
上
が
り
小
法
師
な
ど
の
初
売
り
を
 

行
い
ま
し
た
。
 

　
心
を
込
め
て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
作
り
さ
れ
 

た
風
車
な
ど
を
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
今
年
一
 

年
の
「
家
内
安
全
」
と
「
万
事
が
う
ま
く
回
り

ま
す
よ
う
に
」
な
ど
の
願
い
を
込
め
て
買
い
求

め
て
い
ま
し
た
。
 

                  　
屋
敷
高
齢
者
学
級
の
み
な
さ
ん
は
、「
買
い
に

来
て
く
れ
た
方
と
の
交
流
を
楽
し
み
に
、
毎
年

頑
張
っ
て
作
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
出
来
る
限

り
続
け
て
い
き
た
い
。」と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
 

13

18

15

15

15

,
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　教　室　名 

卓　　　　　球 

ス イ ミ ン グ 

グランドゴルフ 

ストレッチ体操 

カローリング 

レ ク ダ ン ス 

エアロビクス 

ペ　タ　ン　ク ※今月はお休みです。 

　時　　間 

19:00～20:30 

19:30～20:30 

13:30～15:30 

19:00～20:00 

10:00～12:00 

13:30～15:30 

19:00～20:30

　　会　　　　場 

さゆり公園体育館 

さゆり公園室内プール 

す ぱーく西会津  

 

西 会 津町公民館  

曜日 

火 

土 

水 

月 

水 

金 

土 

日 

10・24 

7・14・21・28 

18・25 

16 

4 

20 

14・21

  　
本
格
的
な
雪
と
な
り
、
一
日
中
、
み
か
ん
片
 

手
に
コ
タ
ツ
と
お
友
達
に
な
っ
て
い
る
方
い
ま
 

せ
ん
か
。
頭
の
中
で
は
、
い
け
な
い
こ
と
と
分
 

か
っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か
止
め
ら
れ
な
い
。
 

　
そ
ん
な
あ
な
た
の
、お
役
に
立
て
る
教
室
が
、
 

西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
は
あ
り
ま
す
。
楽
 

し
い
仲
間
と
一
緒
に
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
 

し
ま
し
ょ
う
。
 

　
な
お
、
２
月
の
教
室
開
催
に
つ
い
て
は
、
次
 

の
と
お
り
で
す
。
 

                    【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
町
公
民
館
体
育
振
興
係
　
 

 
 
 
 
 
 
 
 
　
　
　
 
│
３
２
４
４
 

45

会
津
民
権
史
 

の
紅
一
点
 

　
喜
多
方
市
の
出
身
で
東
北
電
力
郡
山
営
業
所
 

の
課
長
を
し
な
が
ら
郷
土
人
物
史
の
研
究
を
し
 

て
お
ら
れ
る
高
久
達
英
と
い
う
方
。
こ
の
方
が
 

昨
年
、
当
町
史
編
さ
ん
室
を
訪
れ
て
「
野
口
英
 

世
は
若
松
会
陽
医
院
渡
部
鼎
先
生
の
書
生
を
し
 

て
い
た
清
作
の
時
代
、
ご
当
地
野
沢
の
小
島
忠
 

八
家
に
来
て
お
り
 

ま
す
よ
」
と
語
っ
 

た
の
で
驚
い
た
。
 

　
野
口
英
世
に
つ
 

い
て
は
、
こ
の
写
 

真
の
よ
う
に
大
正
 

四
年（
一
九
一
五
）一
 

〇
月
二
六
日
、
新
 

潟
医
学
専
門
学
校
 

（
現
新
潟
大
医
学
 

部
）
主
催
の
帰
国
 

記
念
講
演
会
に
行
 

く
途
中
、
野
沢
駅
 

の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
 

ム
に
降
り
立
っ
て
 

恩
師
鼎
の
生
家
を
 

偲
ん
だ
こ
と
は
分
 

か
っ
て
い
た
が
、
 

書
生
の
時
代
に
直
接
野
沢
に
足
を
入
れ
て
い
た
 

と
い
う
こ
と
は
初
耳
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
 

　
そ
れ
で
、
な
お
よ
く
高
久
さ
ん
に
訊
ね
て
み
 

る
と
、
こ
の
話
を
し
た
の
は
本
編
の
主
人
公
・
 

小
島
忠
八
翁
の
妻
ハ
ル
夫
人
で
、
夫
人
が
長
野
 

県
の
実
家
の
親
類
に
「
野
口
英
世
さ
ん
は
年
二
 

回
、
う
ち
に
来
て
お
り
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
 

た
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
 

 
高
久
さ
ん
は
、
こ
の
ハ
ル
夫
人
に
興
味
を
持
 

ち
、
夫
人
の
故
郷
―
長
野
県
松
本
市
の
在
・
和
 

田
村
へ
調
査
に
行
っ
た
時
に
こ
れ
を
聞
い
た
と
 

い
う
。
だ
が
、
何
の
た
め
に
「
年
二
回
」
？
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
恐
ら
く
鼎
先
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
が
忠
八
翁
か
ら
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
院
資
金
を
借
り
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
た
め
の
返
済
の
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
使
い
じ
ゃ
な
い
で
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
か
、
そ
れ
で
盆
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
暮
の
二
回
」
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
ほ
ど
、
会
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陽
医
院
は
明
治
二
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
年（
一
八
九
〇
）に
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
き
、
同
二
五
年
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
世
（
　
歳
）
が
火
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
傷
の
左
手
を
手
術
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
同
院
の
書
生
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
り
、
そ
し
て
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
二
九
年
に
上
京
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
│
医
師
と
な
っ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
か
ら
、
こ
 

の
ハ
ル
夫
人
の
「
野
口
英
世
来
宅
」
の
話
は
明
 

治
二
六
│
│
二
八
年
頃
ま
で
の
事
と
な
る
が
、
 

高
久
さ
ん
の
見
解
の
通
り
だ
と
す
れ
ば
清
作
少
 

年
は
若
松
か
ら
草
鞋
が
け
で
来
て
、
暮
な
ど
は
 

同
家
に
泊
っ
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
っ
た
。
 

　
で
は
小
島
忠
八
と
渡
部
鼎
と
は
ど
ん
な
関
係
 

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
前
に
、
こ
の
時
代
 

に
活
躍
し
た
関
連
の
人
々
を
調
べ
て
み
る
。
 

 
渡
部
　
思
斎
　
一
八
三
二
（
天
保
３
）
年
生
 

 
 
野
沢
原
町
研
幾
堂
儒
医
。
渡
部
鼎
の
父
。
 

 
 
学
塾
を
開
き
、
同
塾
か
ら
研
幾
党
と
い
わ
 

 
 
れ
る
ほ
ど
多
数
の
自
由
民
権
家
を
生
む
。
 

 
山
口
千
代
作
　
一
八
四
八
（
嘉
永
１
）
年
生
 

 
 
森
野
村
肝
煎
家
。
研
幾
塾
に
学
び
、
後
輩
 

 
 
小
島
忠
八
と
民
権
運
動
指
導
者
の
双
璧
。
 

 
 
県
会
議
長
。
一
八
九
〇
（
明
治
　
）
年
第
 

 
 
一
回
衆
議
院
議
員
（
当
選
三
回
）
。
山
口
 

 
 
博
續
町
長
の
曽
祖
父
。
 

 
野
沢
　
鶏
一
　
一
八
五
二
（
嘉
永
５
）
年
生
 

 
 
野
沢
北
分
肝
煎
斎
藤
家
。
研
幾
塾
に
学
び
 

 
 
一
八
六
七
（
慶
応
３
）
年
出
京
、
翌
年
盲
 

 
 
目
の
会
津
藩
士
山
本
覚
馬
と
共
に
薩
藩
に
 

 
 
囚
わ
れ
、
獄
中
山
本
口
述
の
『
管
見
』
を
 

 
 
筆
記
。
逓
相
星
亨
の
義
弟
。
弁
護
士
。
 

 
小
島
 
忠
八
　
一
八
五
六
（
安
政
３
）
年
生
 

 
 
野
沢
市
場
商
人
組
頭
・
和
泉
屋
　
家
。
研
 

 
 
幾
塾
に
学
び
一
八
七
七
（
明
治
　
）
年
ご
 

 
 
ろ
東
京
曙
新
聞
社
員
。
同
紙
論
説
記
者
で
 

 
 
民
権
家
上
條
信
次
の
妹
ハ
ル
と
出
会
い
結
 

 
 
婚
。
帰
郷
し
て
先
輩
山
口
千
代
作
と
共
に
 

 
 
民
権
運
動
の
双
璧
。
県
議
・
野
沢
村
長
。
 

　
小
島
　
ハ
ル
　
一
八
五
六
（
安
政
３
）
年
生
 

 
 
長
野
県
和
田
村
の
名
家
上
條
家
出
身
。
民
 

 
 
権
家
弾
圧
の
中
、
夫
忠
八
を
支
え
る
。
 

 
渡
部
　
　
鼎
　
一
八
五
八
（
安
政
５
）
年
生
 

 
 
渡
部
思
斎
の
長
男
。
一
八
七
二
年
上
京
し
 

 
 
て
医
学
を
学
び
、
八
五
年
研
幾
塾
で
盟
友
 

 
　
の
石
川
暎
作
（
野
沢
本
町
栄
川
酒
造
出
身
 

 
　
・
『
富
国
論
』
全
訳
者
）
と
婦
人
束
髪
運
 

 
 
動
を
展
開
。
一
等
軍
医
正
。
代
議
士
。
 

や
け
 

ど
 

わ
ら
じ
 

し
さ
い
 

じ
ゅ
い
 

、
 そ

う
へ
き
 

か
ん
け
ん
 

い
ず
み
 さ

さ
 サ

ン
ボ
ー
 

と
ら
 

と
お
る
 

あ
け
ぼ
の
 

け
い
い
ち
 

し
の
 

か
な
え
 

野沢駅ホームの野口英世（左）と歯科医石塚三郎 
─（財）野口英世記念館提供─ 

16

2310

隹
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月
　
日
、
３
歳
児
　
名
を
対
象
に
健
康
 

診
査
を
行
っ
た
結
果
、
む
し
歯
の
な
い
子
は
 

3
名
で
し
た
。
 

18

11

長谷沼大成くん 
（勉・高目） 

赤城　優衣ちゃん 
（好孝・松尾） 

高橋　彪斗くん 
（正人・西原） 

13

血圧が高くなると脳卒中による死亡は何倍になる？ 

朝は起床後１時間以 
内。排尿をすませ、 
朝食や薬を飲む前に 

安静に座って、 
１回測る 

夜は、 
就寝前に 

上腕は、衣服で締 
めつけないように 

寒くない 
部屋で 

結果は測定時間と 
血圧値を記録する 

できるだけ 
同じ時刻に 
毎日測定を！ 

1.00

5.00

4.50

4.00

3.50

3.00

2.50

2.00

1.50

1.00

0.50

0.00
-119 120-129 130-139 140-159 160-179 180-

1.20
1.44

2.07

2.99

4.30

脳
卒
中
死
亡
の
相
対
危
険
度
 

収縮期（上の）血圧 
健康日本21資料 

男性のデータ 

  

  　
町
で
は
脳
卒
中
や
心
臓
病
を
予
防
す
る
た
め
、
 

血
圧
や
心
電
図
を
自
宅
で
手
軽
に
測
定
で
き
る
 

在
宅
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
（
う
ら
ら
）
を
導
入
 

し
て
い
ま
す
。
自
分
で
測
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
 

測
定
し
た
結
果
に
基
づ
い
た
保
健
指
導
が
受
け
 

ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
健
康
管
理
に
活
用
し
 

て
み
ま
せ
ん
か
。
 

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
│
２
３
０
６
 

  

   　
血
圧
は
、
高
い
と
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
の
原
 

因
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
近
の
 

研
究
に
よ
る
と
、
脳
卒
中
・
心
筋
梗
塞
予
防
の
 

た
め
に
は
、
血
圧
は
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
良
い
 

と
い
う
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
左
図
）
 

　
血
圧
は
絶
え
ず
変
動
し
続
け
て
い
ま
す
。
病
 

院
や
健
診
な
ど
で
、「
血
圧
が
普
段
と
比
べ
て
高
 

い
」
と
い
っ
た
話
も
よ
く
聞
き
ま
す
。
そ
れ
で
 

は
ど
の
よ
う
に
し
て
普
段
の
血
圧
を
知
れ
ば
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
？
 

　
そ
れ
に
は
朝
・
夜
継
続
し
て
家
庭
で
の
血
圧
 

測
定
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
家
庭
で
長
期
 

間
測
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
普
段
の
血
 

圧
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
 

ま
す
。
自
分
の
体
を
守
る
た
め
に
自
分
の
普
段
 

の
血
圧
を
知
り
、
脳
卒
中
・
心
筋
梗
塞
の
予
防
 

に
い
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

47

収縮期血圧（上の血圧） 

　１３５mmHg以上 

拡張期血圧（下の血圧） 

　　８５mmHg以上 

をもって高血圧と判断 
されます。 
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みんなの広場 みんなの広場 
佐
藤
　
祐
雄
 

さ
ち
お
 

　
　
〔
1
町
内
〕
 
さ ん 

 好
き
な
西
会
津
の
風
景
は
？
 

　
雷
山
か
ら
見
た
冬
の
飯
豊
山
 

　
（
と
て
も
美
し
く
て
感
動
し
ま
し
た
）
 

あなたの趣味・特技は？ 

　趣味・特技ともスノーボード 

 

熱中していることは？ 

　スノーボードで新雪を滑る 

こと 

 

最近感動したことは？ 

　子どもが方向転換できたこと 

自分を一言で表現するとしたら？ 

　凝り性 

 

これからやってみたいことは？ 

　娘たちを連れて海外へ 

 

次の方を紹介してください。 

　Ｔ．Ｗさん（１町内） 

　
今
月
は
、
縄
沢
の
青
津
千
恵
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。
 

　
青
津
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
に
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
「
も
も
た
 

ろ
う
の
会
」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
 

　
「
５
年
く
ら
い
前
、
公
民
館
で
　
お
話
の
会
　
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
 

探
し
て
い
た
時
に
声
を
掛
け
ら
れ
、
参
加
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
以
 

前
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
良
い
本
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
あ
げ
た
い
と
思
 

っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
に
、
子
ど
も
の
時
に
感
受
性
を
磨
く
こ
と
は
、
 

成
長
過
程
の
中
で
と
て
も
大
切
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
子
ど
 

も
た
ち
が
私
の
話
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
な
ぁ
っ
て
感
じ
る
時
、
 

本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
伝
わ
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
、
表
情
や
態
度
か
 

ら
。
そ
れ
に
、
話
に
同
調
し
た
り
し
ま
す
か
ら
。
 

 
た
だ
、
大
人
と
子
ど
も
の
感
性
の
違
い
を
感
じ
る
時
が
あ
る
ん
で
す
 

け
ど
、
そ
こ
に
奥
の
深
さ
を
感
じ
ま
す
ね
。
そ
れ
が
楽
し
く
も
あ
る
ん
 

で
す
け
ど
…
…
。
」
 

　
そ
ん
な
青
津
さ
ん
の
元
気
の
素
は
、
 

　
「
明
る
く
元
気
に
一
生
懸
命
活
動
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
仕
事
で
 

も
、
家
庭
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
。
 

　
自
分
の
や
れ
る
こ
と
を
で
き
る
範
囲
で
地
域
に
少
し
で
も
貢
献
し
た
 

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
う
ま
く
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
ん
で
す
が
、
 

昔
か
ら
こ
の
町
に
す
ご
く
愛
着
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
に
、
こ
の
地
域
 

の
人
が
好
き
で
、
そ
の
人
 

た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
大
 

切
に
し
た
い
と
い
う
思
い
 

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
 

も
の
全
て
が
私
を
一
生
懸
 

命
に
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。」
 

 
そ
う
語
っ
て
く
れ
た
青
 

津
さ
ん
は
、
一
生
懸
命
で
 

あ
り
な
が
ら
自
然
体
。
そ
 

ん
な
と
こ
ろ
が
と
て
も
魅
 

力
的
な
方
で
し
た
。
 

　渡部安孝さん（１月号から） 
◆メッセージ◆ 
　冬といえばスノーボードの先生 
のシーズンですね！ 

″
 

″
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記
手
続
書
類
も
多
く
な
り
、
不
動
産
を
め
ぐ
る
 

法
律
問
題
を
複
雑
に
さ
せ
ま
す
。
 

　
こ
の
機
会
に
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
福
島
県
司
法
書
士
会
 

 
 
 
 
 
 
 
０
２
４
―
　
―
７
５
０
２
 

    《
平
成
　
年
度
科
目
等
履
修
生
の
募
集
》
 

▼
履
修
内
容
　
産
業
情
報（
経
営
・
デ
ザ
イ
ン
）、
 

 
 
 
 
 
 
食
物
栄
養
、
社
会
福
祉
及
び
教
 

 
 
 
 
 
 
養
基
礎
に
関
す
る
科
目
 

▼
募
集
人
員
　
各
科
目
ご
と
に
若
干
名
 

▼
受
付
期
間
　
３
月
１
日（
月
）〜
５
日（
金
）
 

 
 
 
 
 
 
（
５
日
の
消
印
有
効
）
 

▼
選
考
日
時
　
３
月
　
日（
木
）午
前
　
時
〜
 

▼
選
考
方
法
　
書
類
審
査
及
び
面
接
に
よ
る
 

 
 
 
 
 
 
総
合
判
定
 

《
平
成
　
年
前
期
研
究
生
の
募
集
》
 

▼
研
究
内
容
　
産
業
情
報（
経
営
・
デ
ザ
イ
ン
）、
 

 
 
 
 
 
 
食
物
栄
養
及
び
社
会
福
祉
に
関
 

 
 
 
 
 
 
す
る
内
容
 

▼
募
集
人
員
　
各
学
科
ご
と
に
若
干
名
 

▼
受
付
期
間
　
３
月
１
日（
月
）〜
５
日（
金
）
 

 
 
 
 
 
 
（
５
日
の
消
印
有
効
）
 

▼
選
考
方
法
　
書
類
審
査
 

　
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
会
津
大
学
短
期
大
学
部
事
務
室
学
生
係
 

 
 
 
 
 
 
０
２
４
２
―
　
―
２
３
０
１
 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

　
　
　
　
　http://w

w
w
.jc.U

-aizu.ac.jp

                  【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
会
津
地
方
振
興
局
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
 

 
 
 
 
 
 
０
２
４
２
―
　
―
５
２
９
２
 

　
地
域
づ
く
り
領
域
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ
 

 
 
 
 
 
 
０
２
４
―
　
―
７
１
１
９
 

    　
日
本
司
法
書
士
連
合
会
で
は
、
２
月
１
日
か
 

ら
　
日
ま
で
を
「
相
続
登
記
は
お
済
で
す
か
月
 

間
」
と
し
、
相
続
登
記
に
関
す
る
無
料
相
談
を
 

福
島
県
司
法
書
士
会
会
員
事
務
所
に
お
い
て
実
 

施
し
て
い
ま
す
。
 

　
不
動
産
の
相
続
登
記
を
長
い
間
放
置
し
て
お
 

く
と
相
続
権
の
あ
る
人
が
次
第
に
増
え
、
遺
産
 

分
割
の
協
議
が
整
わ
な
く
な
り
が
ち
で
す
。
登
 

                     　
県
内
の
７
つ
の
生
活
圏
ご
と
に
、
そ
の
地
域
 

の
特
性
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
活
 

動
を
支
援
す
る
の
が
「
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
 

事
業
」
で
す
。
 

　
自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
の
力
で
良
く
 

し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
今
、
県
内
各
 

地
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
 

　
現
在
、
県
で
は
、
助
成
の
対
象
と
な
る
広
域
 

的
、
先
進
的
ま
た
は
先
駆
的
な
事
業
の
募
集
を
 

行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

　
◆
補
助
率
 
 
万
円
を
限
度
額
と
す
る
 

 
 
 
 
 
 
　
事
業
費
の
３
分
の
２
以
内
 

　
◆
締
め
切
り
 
３
月
　
日
（
金
）
 

12

100

29

534

521
29

11

37

10

1616

　町では、『健康な体は健康な食べ物から』、『健康 
な食べ物は健康な土から』という中嶋常允先生の 
考えに基づき、健康な土づくりへの取り組みを推 
進しています。 
　今年も中嶋先生を講師に 
迎えて講演会を行います。 
生産者の方々はもちろん、 
町民のみなさんにぜひ聞い 
ていただきたい講演です。 
 
　　　■日時　２月28日（土） 
　　　　　　　午前９時30分～ 
　　　■会場　公民館大ホール 
　　　■講師　農業科学研究所所長 
　　　　　　　理学博士　中嶋常允先生 
　　　■演題　「土といのち」 
 
【問い合わせ先】 
　　　農林課農政係　　４５─４５３１ 
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お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 （
財
）労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー
福
島
事
務
所
 

 
 
 
 
　
　
　
 
０
１
２
０
―
　
―
３
７
０
 

   　
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
 

放
送
大
学
で
は
、
平
成
　
年
度
第
１
期
学
部
生
 

・
大
学
院
修
士
科
目
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

　
授
業
に
あ
た
っ
て
は
、
　
歳
以
上
（
大
学
院
 

は
　
歳
以
上
）
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
入
学
可
 

能
で
す
。
ま
た
、
放
送
大
学
の
授
業
は
町
ケ
ー
 

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
で
き
ま
す
。
 

　
詳
し
い
内
容
や
資
料
請
求
は
、
問
い
合
わ
せ
 

先
ま
で
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
　
　
　
　
　
０
１
２
０
―
　
―
６
０
０
 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

　
　
　http://w

w
w
.pref.fukushim

a.jp/ 

　
　
　chiroui/

 

    　
（
財
）
労
災
年
金
福
祉
協
会
で
は
、
厚
生
労
 

働
省
の
委
託
を
受
け
て
、
仕
事
の
疲
れ
や
ス
ト
 

レ
ス
が
原
因
と
思
わ
れ
る
「
過
労
死
」
等
に
関
 

す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

　
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
相
談
は
無
料
で
す
。
 

 
 
 
 
 
 
 
　
０
１
２
０
―
　
―
１
１
４
 

   　
（
財
）
労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
厚
 

生
労
働
省
の
委
託
を
受
け
て
労
災
保
険
制
度
全
 

般
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
 

  　
将
来
、
県
内
企
業
に
就
職
を
考
え
て
い
る
大
 

学
等
の
学
生
の
み
な
さ
ん
、「
ふ
く
し
ま
ジ
ョ
ブ
 

フ
ェ
ア
２
０
０
４
」に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

　
県
内
に
あ
る
企
業
の
人
事
担
当
者
か
ら
直
接
 

「
産
業
界
」
や
「
企
業
」
の
ニ
ー
ズ
、「
し
ご
と
」
 

に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
 

　
将
来
の
就
職
へ
向
け
、
自
分
の
目
と
耳
で
県
 

内
企
業
の
今
を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
申
込
不
要
、
入
場
無
料
で
す
。
 

　
▼
日
時
 
２
月
　
日
（
水
）
 

 
 
 
 
 
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時
 

　
▼
場
所
 
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
 

　
▼
対
象
 
平
成
　
年
３
月
以
降
に
卒
業
予
定
 

 
 
 
 
 
の
大
学
、
短
期
大
学
、
高
専
、
専
 

 
 
 
 
 
門
学
校
の
学
生
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
福
島
県
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
安
定
課
 

 
 
 
 
 
 
 
０
２
４
―
　
―
０
２
５
４
 

    　
県
地
方
労
働
委
員
会
で
は
、
労
使
間
の
賃
金
 

未
払
い
、
解
雇
、
懲
戒
処
分
と
い
っ
た
労
働
条
 

件
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
労
使
双
方
 

か
ら
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
費
用
は
無
 

料
で
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
当
委
員
会
で
は
、
無
料
の
メ
ー
ル
マ
 

ガ
ジ
ン
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
当
委
 

員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
地
方
労
働
委
員
会
事
務
局
 

 
 
 
 
 
　
 
０
２
４
―
　
―
７
５
９
４
 

2517

528

603

054864

16
15

18

521

　東北税理士会喜多方支部では、「税理士 
記念日」の事業として次のとおり税の無料 
相談を行います。 
　◆日時　２月23日（月） 
　　　　　午前10時～午後４時 
　◆場所　ヨークベニマル喜多方支店 
　　　　　２階特設会場及び各事務所 

　事 務 所 名  
坂　内　栄　一 
山　口　一　郎 
片　桐　仁　志 
渡　部　利　夫 
佐　藤　万之輔 
長　嶋　理一郎 
川　田　美緒子 
瓜　生　昌　弘 
三　瓶　　　勉 
山　崎　修　己 
安　西　　　順 
尾　崎　義　典 

電話番号 
22－1300 
24－2822 
22－2055 
22－4309 
23－1308 
24－4222 
22－2696 
22－6214 
22－3008 
22－4573 
27－2454 
27－4554

住　　所 
喜多方市 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

塩 川 町  
〃 
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山　内　亀　久（83）榮　子　　夫　　２町内 

齋　藤　栄　子（62）富　春　　妻　　10町内 

星　　　美智子（76）正　男　　姪　　西　平 

武　藤　ツネヨ（83）新　一　　母　　芹　沼 

須　藤　ム　ネ（71）憲　二　　母　　安　座 

伊　藤　徳　男（85）キヨエ　　夫　　出ケ原 

安　部　義　美（87）　廣　　　父　　山　口 

井　上　ヨネ子（80）ゆみ子　　母　　新　町 

音　田　　　剛　    中　　野 

井　上　　　望　　喜多方市 

◆日時　２月 6日（金） 
　　　　　　27日（金） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

2月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 

2月10日（火） 納期限 

3月 1日（月） 納期限 

○国民健康保険税第6期 
○ケーブルテレビ使用料 

人　口　　９，０６８人　　　－　７人 
　男　　　４，４１４人　　　－　１人 
　女　　　４，６５４人　　　－　６人 
世　帯　　２，９８７世帯　　＋　１世帯 

〈前月比〉 

喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 

会津坂下町 
会津若松市 
 
喜 多 方 市 
会津若松市 
 
猪 苗 代 町 
会津若松市 
 
会津坂下町 
会津若松市 
 
喜 多 方 市 
会津若松市 

小 久 保 歯 科 
森　川　歯　科 
 
小　汲　歯　科 
や た べ 歯 科 
 
佐　藤　歯　科 
ヤ ナ ダ 歯 科 
 
酒　井　歯　科 
山口（友）歯科 
 
北　見　歯　科 
ヨネヤマ歯科 

（０２４２）８３－２４２１ 
（０２４２）３２－５６４８ 
 
（０２４１）２２－０１５４ 
（０２４２）２７－５７９１ 
 
（０２４２）６２－３０５５ 
（０２４２）２７－６９３４ 
 
（０２４２）８３－１５８２ 
（０２４２）２８－６４８２ 
 
（０２４１）２２－４３５０ 
（０２４２）３９－３５６７ 

２４－３３３３ 
２２－３１３３ 
３７－７８５１ 
２７－７６８６ 
２９－０８００ 
 
２４－５０２１ 
２１－１５１５ 
２６－７８１５ 
２４－０８３０ 
２７－０８８３ 
 
２２－０２６７ 
２２－５３２１ 
２２－０２４１ 
２２－２７９０ 
２７－０９５１ 
２７－３２２５ 
 
２２－２１８１ 
２２－０２６４ 
３２－０２０２ 
３２－３３３０ 
３８－３７１１ 
 
２２－０４１４ 
２３－３６１１ 
３２－２２０１ 
２６－３５１５ 
３２－２４１１ 

2月8日 

11日 

15日 

22日 

29日 

2月8日 

11日 

15日 

22日 

29日 

《会津管内》 

《喜多方・会津若松管内》 

〈敬称略〉 

鳴　　瀬　　病　　院 
渡 邊 小 児 科 医 院 
なるせとみこレディースクリニック 
森 田 小 児 科 医 院 
こばり耳鼻咽喉科クリニック 
 
有　　隣　　病　　院 
あきもと整形外科クリニック 
黒河内内科小児科神経科医院 
さ と う小児科医院 
遠 藤 皮 膚 科 医 院 
 
入　　澤　　病　　院 
佐　　原　　病　　院 
大　　竹　　内　　科 
高　　澤　　医　　院 
浜 崎 小 児 科 医 院  
鏡 渕 外 科 胃 腸 科 
 
県 立 喜 多 方 病 院 
猪　　俣　　医　　院 
信循環器科内科クリニック 
いいづかファミリークリニック 
入澤泌尿器科内科クリニック 
 
小　　野　　病　　院 
き た か た 診 療 所 
荒川胃腸科内科クリニック 
佐　　藤　　病　　院 
七 日 町 ク リ ニ ッ ク 
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も
た
ち
に
、
ど
う
や
っ
て
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を
覚
え
た
の
か
質
問
す
る
と
、
 

「
お
父
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
っ
た
」
 

と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
 

そ
う
い
う
私
も
父
親
か
ら
将
棋
を
 

教
わ
り
ま
し
た
。
▼
大
げ
さ
か
も
 

知
れ
ま
せ
ん
が
、
情
報
で
溢
れ
て
 

い
る
こ
の
世
の
中
で
、
テ
レ
ビ
や
 

雑
誌
、
友
だ
ち
か
ら
で
は
な
く
、
 

親
か
ら
子
へ
と
何
か
が
受
け
継
が
 

れ
る
と
い
う
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
 

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
▼
み
な
さ
 

ん
は
親
か
ら
何
を
受
け
継
ぎ
ま
し
 

た
か
？
 


